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トピックス 5　観測気球による未知の高エネルギー宇宙線源の発見
　米国航空宇宙局 (NASA) は 2008 年 11 月 19 日、観測気球搭載機器により未知の高エネルギー宇宙
線源が発見されたと発表した。エネルギーが 300 ～ 800 ギガ電子ボルト ( ギガは 10 の 9 乗 ) の宇宙
線電子が過剰に検出されており、今回の宇宙線源は、太陽からの距離約 3,000 光年に存在すると推定
されている。太陽系の近くに宇宙線源の候補として考えられるパルサー、クエーサー、超新星残骸ま
たはブラックホールといった特殊な天体はほとんど発見されていないため、今回の高エネルギー宇宙
線電子は、暗黒物質が対消滅した際に生成されたものではないかとの説もある。なお、現在、より重
い搭載機器をより高く、より長時間飛翔させる次世代気球「スーパープレッシャー気球」の開発が、米
国の NASA および我が国の（独）宇宙航空研究開発機構 (JAXA) で行われている。
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　米国航空宇宙局 (NASA) は 2008 年 11 月 19 日、
観測気球搭載機器により未知の高エネルギー宇宙線
源が発見されたと発表した。エネルギーが 300 ～
800 ギガ電子ボルト ( ギガは 10 の 9 乗 ) の宇宙線
電子が過剰に検出された。この発見に関する報告は
英科学誌 ｢Nature｣ の 2008 年 11 月 20 日号に掲載
された。
　宇宙線電子は銀河系を飛翔する際にエネルギーを
失う。エネルギーが高いほどエネルギーを損失する
率が大きいことから、今回の宇宙線源は、太陽から
の距離約 3,000 光年に存在すると推定されている。
　未知の宇宙線源は、パルサー、クエーサー、超新
星残骸またはブラックホールといった特殊な天体が
候補として考えられるものの、太陽系の近くにはこ
の様な特殊な天体はほとんど発見されていない。
　したがって、今回の高エネルギー宇宙線電子は、
暗黒物質が対消滅した際に生成されたものではない
かとの説もある。この対消滅からは、電子、陽電子、
陽子、反陽子と言った通常の物質が生成される。な
お、最近の学説では、宇宙は、通常の物質が占める
割合が、わずかに約 5％であり、約 70％は宇宙を
加速膨張させている未知の暗黒エネルギーで、残り
の約 25% は通常の物質と重力的に相互作用すると
考えられるものの現状では観測できていない暗黒物
質から成ると考えられている。
　観測気球は、ヘリウムを使用して空気が薄い成層
圏上部を浮遊する。観測ロケットおよび科学衛星が
登場する以前から活躍しており、宇宙線観測、天体
観測などに利用されてきた。科学衛星に搭載される
観測機器は、ロケット打上げ能力により大きさおよ
び重量に制限を受け、また打上げ時の振動および衝
撃に耐える必要があるのに対し、気球は制約条件が
緩やかであり、観測機器を安価に製作することがで
きる。回収して機器を改良することができるのも気
球の利点であり、学生などにも手頃な研究の機会を
提供している。
　なお、より重い搭載機器をより高く、より長時間
飛翔させるための次世代気球である ｢ スーパープレ
ッシャー気球 ｣ の開発が、米国の NASA および我
が国の（独）宇宙航空研究開発機構 (JAXA) で行われ
ている。スーパープレッシャー気球は、わずかな内
圧をかけることにより、夜間にガスが冷えてもしぼ
まないため、浮力が安定し、数ヵ月にわたり一定高
度での飛翔が可能になる。
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